
平成30年度予算に公明党の
要望がたくさん盛り込まれました！

木村広一の質問・要望で
盛り込まれました！

・待機児童解消へ緊急対策－
　都有地・区有施設を活用
し、区立保育室(７カ所）を２
年間限定で運営
・産後ケア事業を手厚く－双子
などの多胎児や未熟児のいる
母子に対し、利用時間延長な
どのサービスを拡充
・区立学校の環境改善－小中
学校特別教室等の冷房化、ト
イレの洋式化など学校施設の計画的
な改修を推進（特別教室冷房化向台小など4校、
トイレ洋式化南中野中など6校、水飲栓直結給水化
谷戸小など3校）

子育て・教育
・「元気アップ体操ひろば」－民間施設８か所に、高齢
者が予約なしで気軽に参加できる体操の場を整備
・Ｂ型肝炎任意予防接種費用助成事業－定期予防
接種の対象ではなかった小児 を対象に、費用を一
部助成

健康・福祉1

区民活動センター及び高齢者会館等について、平
成２８～３２年度の５年間にかけて、施設改修
及びトイレを洋式化。また、什器類等も入れ替え。
（弥生区民活動センターは昨年度完了）

区民活動センター、
高齢者施設の施設改修等 「(仮称)中野区あんしんパック住宅」制度のモデル事業－

債務保証、葬祭費、残存家財
道具の整理をサポート、助成
をし、高齢者などが住み替えを
しやすくする支援を開始。

保育士等の確保及び離職防止
のため保育士等宿舎借上げ支
援事業補助について、対象職種
の拡大や採用後年数の制限を
撤廃するなど、支援内容を充実

保育士人材確保・支援対策
保育所の入園を待機している子どもの保護者
が、代替え手段を講じて就労を継続している場合
に、 施設入所等が可能となるまでの間、ベビー
シッター補助など一定の補助を行います。

待機児童代替保育支援

・無電柱化を加速－電線を
地中に埋めて電柱をなく
す「無電柱化」を加速させ
るため、優先整備する路
線などを定めた「推進計
画」を策定（今年度、鍋横
通り対象）
・公共サインの整備－外国人観光客の受入環境を
充実させるため、Ｗｉ‐ＦｉなどＩＣＴ技術を活
用した公共サイン（多言語対応）を整備

まちづくり

・就学援助の前倒し支給を実現
・支給額の倍増を実現　（小学生 23,890円→40,600円 中学生 26,860円→47,400円）
・中野区内小中学生約5人に1人が対象
  29年度第4回定例会で私が代表して要望しました。新小・中学校１年生を対象とした
新入学学用品費が、これまでの6月から入学前の3月に支給されました。ランドセル代
など小学校入学準備に間に合います。また支給額を倍増することもできました。
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・振り込め詐欺を防ぐ－振り込み詐欺
などを防ぐため、高齢者を対象に
「自動通話録音機」を無料貸し出し。
・被災者の生活再建を早く－大規模
災害が起きた後、住民の生活再建
を支援するため、住宅の被害状況
などを示す「り災証明書」を早く発行

できる「被災者生活再建支援システム」を導入。

防犯・防災4

・町会・自治会支援－町会・
自治会への助成額は、世帯数
に応じて算定。世帯数の少
ない町会・自治会につい
ては、一定基準を下回らな
いよう、定額制を導入
・ごみ集積所監視カメラ台
数の増加－ごみ集積所監
視カメラ台数を増やし、不法投棄等不適正排出
発生を抑制

その他5
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小学校ＩＣＴ環境の充実6
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ＩＣＴ機器を活用した授業を展開
する環境の整備に向け、電子黒板
や無線 LAN ネットワーク通信用
のアクセスポイントを拡充。

鍋横区民活動センター等を整備するため、基
本計画の策定及び土地の測量等を実施。（開設
予定 平成３４年度）

鍋横区民活動センター等整備7 神田川流域などの浸水予
想区域図のデータをもと
に洪水ハザードマップを
作成し、対象地域の全戸
配布を実施。

洪水ハザードマップ作成8

・（仮称）本町二丁目公園整備－平成３０年度開園予定

・多言語版ガイドブックの発行

・医療介護情報連携システムの構築・普及

・災害時要配慮者等のプライバシー確保に配慮した備蓄等の充実・強化など

ランドセル代を入学前に！トピックス！　

高齢者住み替え支援2

23区初！

その他

小・中学校体育館等の非
構造部材の耐震対策を行
うとともに、床、壁、サッシ
などの必要な改修を実施。

体育館等の安全性向上を図るための改修5


